
施設入所者の地域生活への移行に向けた働きかけ
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＜障がい者支援施設の主な意見＞

○入所者の状況

・重度の方の割合が高い。

・入所期間の長期化に伴い、高齢化している。

○施設の状況

・コロナ禍以前は、地域の方との交流イベント等の実施、参加の機会があったが、感染拡大防止のため中止を余儀なくされた。

５類移行後は少しずつ再開を検討しているが、入所者・家族ともに体力・意欲の低下等もあり、以前のような活動には戻せていない。

・人材の確保が困難であり、外出の機会を充実させることが難しい。

・長期入所者が多いため、職員は「施設内での生活がより良いものになるように」という意識が高い。

○地域移行にあたっての課題

・グループホームの数は増えているが、重度の方は断られる。 ・家族が入所施設での生活を望んでいる。

・地域移行により空床ができると運営面が厳しい

⇒ 「施設入所者地域生活移行促進事業」の実施

目的：施設入所者への計画的な外出支援を通じて地域生活体験の機会を提供することにより、障がい者支援施設からの地域移行の促進を図るため、

地域生活支援拠点等の「体験の機会・場」の機能として実施

実績：令和４年度 ０件、 令和５年度 １件、 令和６年度 ４件、 令和７年度（８月時点） ３件

資料３

●地域生活のイメージづくりのための働きかけ

⇒ 事業周知のため、市内障がい者支援施設を訪問

（令和４年度：１か所、 令和５年度：５か所、 令和６年度：10か所、 令和７年度：２か所）

※20施設のうち２か所については、主に自立訓練を提供する障がい者支援施設であり、長期の入所者がいないことを確認し、電話にて事業説明済



２
令和６年度 第１回 障がい者計画策定・推進部会資料抜粋

施設入所者の地域生活への移行に向けた働きかけ


	スライド 1
	スライド 2

